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測 し,或は High-riskGroupの検討から Inci-
denceを低下させる要因を見出して行こうとす
る疫学及び管理の研究集団で,結核に関する先
進国の手で肺結核症をいわば総括する方法乃至
因子を探求 しようとするもののようである｡
これが又,遠からずアジア,アフリカその他
の開発途上国での結核対策に対 して大きな指標
を提供するであろう｡
目を転じて,胸部疾患一般について考えると
余りにもその場は広 く,Etiology不明の疾患が
かなり沢山存在する｡肺病,気管支嘱息,サル
コイ ド-ジスという風に並べてみても,主とし
て肺に原発するもの,神経支配乃至心因性に関
する要因が大きいと考えられるもの,或は免疫
不全を含む SystemicDiseaseといった風に一
つ一つが多 くの難かしい問題を含んでいる｡細
菌学的な,生化学的な,病理組織学的な,種々の
角皮からのアプローチが多くの研究者によって
精力的に行なわれて居るが,解明されない点が
余 りにも多いことは周知の通りである｡
京大胸部研紀要 第6巻 第2号
しかも近年次第に悪化の度を強めて来ている
人間の生活環境が,最も外界の影響を直接的に
受けやすい呼吸器系に一層複雑な修飾を加える
であろう事は想像に難 くない｡
免疫化学の領域での収進が最近特に目立つよ
うであるが,種々の関連領域の basicな Infbr-
mationを導入 して, 各研究者が選んだ,或は
その研究グループが志向した主題に立向うこと
が現在の研究の姿であり,近い将来にも変るこ
とがないのではないかと考える｡
その主題が全研究所的なものでなければなら
ないか,或は直接 ｢社会的な要請｣といったも
のにどれ程かかわるか,という問題は ｢研究は
そもそもどの程度に研究者自身のものであり得
るか｣という点に関する根本的な認識によるも
のであろう｡
以上,私は本日の討議の素材として私の考の
概略を ｢問題点を並べる｣という意味で述べた
つもりであって,発題講演としての責を果たし
ていない諸点については皆様の実質的な討議に
よって補って頂きたいと希望する｡
尚,一言つけ加えることを許 して頂 くと,こ
こ数年来結核病学会と胸部疾患学会との関係乃
至あり方について種々の論議があるが,私は具
体的な両学会の運営や日程等の点は極 く表層の
ことで,本当の問題点は学会の主体をなす研究,
特に問題意議や取組み方の上の差にあるのでは
ないかと考えるので,或はこの面からの討議が
行なわれても本日の主旨には反 しないのではな
いかと思っている｡
この拙い発題を緒として活発な討議が行なわ
れるよう重ねて希望する｡
